
●１０００人集会の何が「迷惑」か！

法政から処分撤回ということを裁判もふくめて

やっていきたいと思うのですが、僕がなぜこんな

ことになっちゃったのか、その上でなにをしよう

としているのかということを話せたらなと思いま

す。

僕は２０１０年に入学して、社会科学研究会が

マルクス主義を学ぼうという横断幕をかかげてい

て、これはおもしろそうだなと、大学に行ってびっ

くりしたのは全然どこみてもないなと。マルクス

学ぼうと思ってたら声をかけられたということが

ありまして、ビラを受け取っていつものように持

ち帰って別になにするわけでもなく、ある日職員に呼びとめられ

て、おまえ今ビラ受け取ってただろうと見せろとおまえアカだろ

うと言われたんですね。まさか今時いい年こいた大学職員に言わ

れることはないだろうと思っていたんですね。

僕の一個上の洞口さんが僕と同じように学祭規制に反対してク

ラス討論をしたんですね。１０分休みに討論してクラス決議を上

げようとして、とくに学生もふつうに話しは聞いているし何ら別

に休み時間中に変なことはなかったんですけども、普段リベラル

ぶっている僕も結構すきだった文化人類学の教授がそれを職員に

通報しやがって、授業妨害だといって、洞口さんはそれが理由に

なって無期停学になったんですよね。僕の今回の処分というのも

学祭規制に反対してという面はでかいし、規制が出るたびにだれ

かが重処分にかけられているというのは、解釈の余地なくあるん

ですよね。

そのあと文化人類学の教授が通報したあとに授業でいったこと

というのは、ナチの大学における言論弾圧についてという。本当

に皮肉でもなんでもなくしれっといってふつうに授業はじめるん

ですよ。今の大学の教授の意識というのは頭がいい悪いではなく

実際こんなふうになっちゃったんだというのがあると思うんです

よ。

僕らが集会をやったり、やるときに職員や教授がうろうろしな

がら、君たち迷惑なことやめなよと言っているんですよ。本当に

今の大学、当たり前の矛盾、教授が自分が言っていることとやっ

ていることの矛盾に気がつかないし、それはそれなんだと思考停

止していることに学生の側もならされてきているというのがある

と思う。僕も全学連がいっていることはおおげさだろう、革命が

云々というのもあるし、学生が弾圧されているのもおたくらだけ

でしょうと思っていましたけれども、やっぱりクラス決議すらま

ともにあげられないし教授がそういうあり方に一言も何も思って

いない。学生が集まったことに対して迷惑だと本気で言っている

ということにいちばん怖いなと。今回１０００人集まった集会と

いうのも、規制に絶対反対でないひとももちろんいると思うし、

いろんな思いできていると思うんですよ。それを迷惑の一言でか

たづけるという。１０００人集まった学生が全員

カルトに洗脳された判断能力のないわけわかんな

い連中といっているに等しいと思うんですよ。た

だ単に暴走行為というだけで人が集まるわけでも

なし、今の大学は徹底的に学生の主体性をおとし

めているし教授もそれにのっかって本当に学生は

かわいそうなやつらなんだ、全学連にだまされちゃ

うかもしれないと、ある種善意で動いている奴ら

がいっぱいいるわけですよ。

●御用学者弾劾に対する処分

あとやっぱり御用学者ですよね。僕が処分され

た理由は大久保利晃という、放射能影響研究所所長の露骨な御用

学者である、こういうやつを大学に呼んで、市民も入れない、本

当に地域に開かれたといって斎藤さんもいっていましたけれど、

それはあくまでも資本、大企業に開かれた大学でしかない。

批判する人間は入れないし、学生に無関心を強制する、そうい

うあり方と一体だと思うんですよ。そういう他学部だから入れな

いんだというあり方が平然と通用する、あるいは東北大でもどこ

でもそうなんですけど、まるで他学部の学生が大学内で何かいっ

ちゃいかんという、本当にあれもおかしい話ですし、大飯原発に

は地元みん以外なにかいっちゃいけないのか、ひとりよがりなよ

そからくるやつの話は聞く価値がないということもまかりとおっ

ていますし、だからこそ僕の処分撤回闘争というのをなんで全国

でやってほしいかというと、同じ学生なんだという意識をこれを

期に復活させていきたいなと思うですよ。

僕もともすれば他大だからしかたないのかなとか、そういう発

想というのはいくらでも出てくるんですけども、やっぱり自分が

処分されてみんなが応援にきてくれて僕が東北大に行く過程で、

やっぱり問題が一緒だしどこでも言っていることは当局の言葉な

んですよね。他大生がどうのとか、そんなの関係ないと最近実感

をもってわかるようになってきました。そういうわけで先輩も処

分され、今度は僕も処分され、こういうふう闘争は続いていくん

だなと。このスパイラルは阻止しないといけない。今回裁判闘争

で弁護士さんとかも言っているですけども、勝敗がつく場所は裁

判じゃないということを再三言われるという、だから皆さん力貸

してくださいというわけなんですけども、裁判とキャンパスでの

闘いというのを有機的に結合させて、むしろキャンパスが主導権

を握る形でどんどん全国から傍聴にきてほしい。最大の目標といっ

たら大久保を証人に立たせるということですよね。ああいう連中

をどんどん証人に立たせて反原発闘争と一体でこの今の大学の学

生弾圧という現状を打ち破っていけたらなというふうに思ってい

ます。これからも僕もがんばっていきますし、全国の皆さんと一

体で微力ですが協力させていただきます。
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●１２・１６情勢と対決した自治会選挙！

全学連副委員長の石田です。僕も統一候補の後援会の一員とし

て、東北大自治会選挙をやりました

１２・１６との対決ということの中で、今の私たちの東北大学

の学生自治会の執行部選挙が行われたということがあって、東北

大生が「俺も第３極として出ればよかったかなー」みたいなこと

を歩いていて話していることがあったりとか、あるいは「学生自

治会が言っていることってだいたい今の世論の声だよねー」みた

いなことを食堂で言っているとか。今の情勢との関係で、私たち

学生自治会の執行部が見られているということは改めてはっきり

確認すべきかなと思いますし、全学連というのがそういうものと

して見られているということが重要かな思っています。

他方で、今回の投票がブルジョア選挙みたいな投

票じゃないとは思うんです。というのは、結局今の、

選挙のときだけ大衆の前に出てきてきれいなことを

言って、選挙が終わった瞬間大衆の前からいなくな

る。投票したら、彼らマニフェストとか掲げていま

すが全部ひっくり返していくということが、民主党

政権で明らかになったことですよね。ある労働者が

「民主党になってもなにも変わらないということが

わかっただけでも、前回の選挙は良かったですよねー」

みたいなことをタクシーの労働者が言っていたのを

聞いたらしくて、本当にそうだと。白紙委任じゃな

いですか。入れたらもう勝手にやられるという。だけど、やっぱ

そうじゃないんだと。うちらの選挙は、当局からのバッシングと

いうことがものすごいある中で、僕らも毎日アジっていて、「う

るさい」とか言われて、批判されるわけじゃないじゃないですか。

「言っていることわからない」とか批判される。だけど、僕らは

全部そういうのを引き受けてやるわけですよね。批判されるとい

うのも引き受けて、信任されて、その次の日からキャンパスに立

つわけです。そして、実行していく。そういう意味では、６００

の票が信任したということなんですよ。キャンパスで我々が毎日

立ち続けて、アジって、闘う。当局と非和解的に闘うということ

を信任したということを僕としてははっきりさせたい。

学生自治会というのは、いろんな権利が昔はあったわけです。

団交ができるとか、クラスがあって自治会費が集められるとか。

当局がそれを粉砕するという過程で、そもそもクラスというもの

が解体されていくだとか、振り込め詐欺なんだみたいな形でいろ

いろやられてきた面はあるんですけれども、やっぱり、選挙とい

うことをもって、大衆的支持が学生自治会にあるんだということ

を非公認化されてから一貫して示してきたということかなという

ふうに思います。

●１０００人の全学連部隊を登場させよう！

もう一点重要なことは、運動とか、大衆的支持とかいった場合

に、やっぱりそれは、学生自治会執行部という形で人格的に表現

されるということだと思うんです。ネガティブキャンペーンが張

られるのは、人格を叩き折っていくということとしても僕はある

かなと思っています。

前に深谷君に対する攻撃ということがあって、ある種学問がし

たいということをもって闘うことが弾圧されるということが目の

前で起きているわけですよね。仲間が大学からたたき出されるか

もしれないという中で、自分がそこに立てるのかどうかという、

そういうものをもう一回乗り越えて闘いとったのが今回の選挙だっ

たんだということを改めてはっきりさせたいと思っています。

連中の攻撃っていうのは、もう人間関係を根本からへし折って

いくという。こいういうことが、全社会的にやられてきたわけじゃ

ないですか。こういうことが許せないっていう思いが僕らにはあっ

て、だけどこれを乗り越えていくためにはやっぱり団結するしか

ないっていうことが核心にはあって。自負するわけじゃないです

けど、反原発闘争も一生懸命やってきて、本当にいろんな人の声

を体現してやってきて、だけど、もう一歩、それを人格的に組織

として表現していくというところに全学連が進んでいく。１００

０人の部隊を登場させていくということに核心問題が込

められているというふうに思うんです。

青野君に体現されていますけれども、本当に全国の仲

間がいるから闘えるんだという、自分も闘うから全国の

仲間もがんばろうという呼びかけ。このことに感動する

じゃないですか。本当に僕らの社会を変革していく力と

いうのは、こういうところにあると思うんですよね。僕

ら全学連という組織が、自身と確信をもって、一緒に運

動をやろうということを呼びかけていくということが重

要なことですし、求心力を持つのかなと思っています。

●マルクス主義にこだわろう！

もう一点だけ。その団結をどうつくりだすかと言ったときに、

僕らはマルクス主義にこだわるということだと思うんです。もち

ろん、学生自治会というのは、いろんな思いがあって結集してく

ると思うんです。反原発の人もいれば、サークル規制反対の人も

いたり、あるいは学問ということを考えたりということはあると

思うんですけれども、やっぱり指導部はマルクス主義で武装され

ていくということが非常に大事です。というのは、当局も人間だ

し対話できるんじゃないか、みたいなね。しかし、現実には非和

解の人間がいるわけじゃないですか。闘いの中で日々敵が出てき

て、非和解だって宣言してくるということを科学的に徹底的に明

らかにするのがマルクス主義だということです。で、この非和解

性の根本を打ち砕いていくという。非和解性といったときに、仲

間は誰なのかということも、またはっきりさせるのがマルクス主

義です。こういうことを、まず我々が前提にすえていくというこ

とが、全学連が歴史的につかんできた「学問とは何か」というこ

との一つの決定的な要素だと思っています。

なので、やっぱり我々としては、この社会を革命していくとい

うところに立ちきって、仲間を徹底的にはっきりさせていく。打

倒する相手は誰なのかということを徹底的にはっきりしきったと

きにやっぱり仲間もはっきりしてくる。そういう関係をもう一回

改めてつかみとってきた過程なのかなと思っていまして、そうい

う新執行部が立ったというところで僕は本当に勝利的な総括をみ

なさんに返したいと思っております。

みなさんとの団結にかけて、僕も東北大学で３人の体制、とく

に新しい２人ということでは支えていきたいと思いますので、み

なさんもぜひ、東北大学の闘いに期待してください。


